
（別紙３）

～ 令和7年　12月　31日

（対象者数） 23名 （回答者数） 22名

～ 令和7年　12月　31日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・定期的に内容を確認をし、喜んでもらえるような内容にし
ていきます。

2
・今後も清潔感を保ちながら、利用児童の特性も考慮し、空
間づくりをしていきます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・SNSや通信を使って、講習の様子や避難訓練の様子をお知
らせできるようにしていきたいと思います。

2
・地域のこどもたちとの交流の機会を作れるように、イベン
ト等検討していきます。

3

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予
定がこどもや保護者に対して発信している。

・SNSや通信では、療育の様子やお子様の様子を見て安心し
てもらえるような内容を心掛けています。

生活空間は、清潔で心地よく過ごせる環境になっていると思
います。また、こども達の活動に合わせた空間となっている
と思います。

・毎日の消毒を行っています。日々確認をしながら、使いや
すいよう、危険がないよう確認を行っています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓
練について。

・定期的に避難訓練や心肺蘇生法の研修等行っていますが、
保護者様に向けて公表できていなかった。

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で
他のこどもと活動する機会が少ない。

・保育所やこども園との交流の機会は、ほぼできていませ
ん。

令和7年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年3月4日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 杜のつぐみ療育園安土園

○保護者評価実施期間 令和7年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


